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お ほみ 

あ ふけな く大 御む すめ をい にし へ の 人 

に 似よ とも 思 ひける かな (晶子) 

こうきゅう ふじつぼ 

そのころ 後宮 で藤壺 と言われ ていたの は 亡き 左大 

むすめ にょご みかど 

臣の 女の 女御であった。 帝が まだ 東宮で いらせられ 

た 時に、 最も 初めに 上がった 人であった から、 親しみ 

をお 持ちに なること は 殊に 深くて、 御 愛情 はお 持ちに 

なる ので あつたが、 それの 形に なって 現われる ような 

としつき ちゅうぐう 

こと もなくて 歳月が たつう ちに、 中宮の ほうに は宫 

たち も 多くお できに なって、 それぞれ ご りっぱに おな 



の 勢力の 大きかった 名残 はま だ 家に 残り、 物質的に 不 

自由の ない ところから、 女 二の 宫の 侍女た ちの 服装 を 

はじめと し、 御殿 内 を 季節 季節に したが つ て 変える 装 

飾 も はなやか にして、 派手で そして 重厚な 貴女ら しさ 

を 失わぬ 用意の あるお かしずき をして いた。 宮の 十四 

+P ぎ 

におな リ になる 年に 裳 着の 式 を 行なおう として、 その 

春から 専心に 仕度 をして、 何事 も 並み並みに 平凡に な 

ら ぬよう にしたい と 女御 は 願って いた。 自家の 祖先 か 

ら 伝わった 宝物 類 も 晴れの 式に 役 だてようと 捜し出さ 

せて、 非常に 熱心に なって いた 女御が、 夏 ごろから 

もののけ わずら おぼしめ 

物怪に 煩い 始めて まもなく 死んだ。 残念に 思 召され 



はそんな 方で はない、 あれ 以来 あの 時の こと を 話題に 

される ような こと はないで はない か、 多情な 人と いう 

もの は、 異性に だけでなく、 友情に おいても 誠意の 少 

ない ものら しいな どと お憎みす る 心さえ 薫に 起こ つた _ 

自身が あまりに 純 一 な 心から 他人 を もどかしく 思う の 

であるら しい。 あの人 を 死なせて からの 自分の 心 は 帝 

の 御 娘 を 賜わる と いう ことにな つたの もうれ し いこと 

と は 思われない、 中の 君 を 妻に 得られて いたなら と 思 

う 心が 月日に そえ 勝って くるの も、 ただ あの人の 妹で 

あると いう ことが 原因に な つ ていて その 思いが 捨てら 

きょ うだい 

れな いので ある、 姉妹と いうう ちに も あの 二人の 女 



「お 格子が 皆 上が つ ている ようで ございます。 そして 

女房た ちの 何 かいたします 気配が いたします」 

と言う。 下車して 霧の 中 を 美しく 薫の 歩いて はいつ 

しの 

て 来る の を 女房た ち は 知り、 宫 がお 微び 場所 からお 帰 

りに なった のかと 思って いたが、 露に 湿った 空気が 薫 

の 持つ 特殊のに おい を 運んで きたた めに だれで あるか 

を K5 り、 

「やはり 特別な 方です ね。 ただ あまりに 澄んだ ふうで 

いらっしゃる のが 物 足らない だけね」 

とも 若い 女房 はさ さやいて いた。 

驚いた ふう も 現わさず、 感じの よい ほどに その 人た 



ちが 衣擦れの 音を立てて 褥 を 出したり する 様子 も 品 

よく 思われた。 

「ここにす わつ て もよ いとお 許しく ださいます 点 は 名 

誉に 思われ ますが、 しかし こうした 御簾の 前の 遠々 し 

いお もてなし を 受ける ことで 悲観され て、 たびたび は 

伺えない のです」 

と 薫が 言う と、 

「それで はどうい たせば お 気が済む ので ございます 

ゝ I 

力」 

女房 はこう 答えた。 

「北側のお 座敷と いうよう な、 隠れた 室が 私な どと い 



と 言 つた。 わざとら しくて この 人が 携えて 来たので 

もない のに、 よく 露 も 落とさずに もたらされ たもので 

あると 思って、 中の 君が ながめ 入って いるう ちに 見る 

しま 

見る 萎んで いく。 

「消えぬ まに 枯れぬ る 花の はかな さに おくる る 露 は 

なほ ぞ まされる 

『何に かかれる』 (露の いのち ぞ)」 

と 低い 声で 言い、 それに 続けて は 何も 言わず、 遠慮 



深く 口 をつ ぐんで しまう 中の 君の こんなと ころも 故人 

によく 似て いると 思う と、 薫 はまず それが 悲しかった。 

「秋 はまたい つそう 私 を 憂鬱に します。 慰む かと 思い 

ま 力 ^ 」 

まして 先日 も 宇治へ 行って 来たので す。 庭 も 籬も実 

際 荒れて いました から、 (里 は 荒れて 人 はふ リ にし 宿 

なれ や 庭 も籬も 秋の のらなる) 堪えが たい 気持ち を覚 

えました。 私の 父の 院 がお 亡れ になった あとで、 晚年 

こち さが 

出家 をされ 籠って おいでになった 嵯 峨の院 もまた 六条 

院も のぞいて 見る 者 は 皆お さえきれ ず 泣かされ たもの 

です。 木 や 草の 色から も、 水の 流れから も 悲しみ は 誘 

われて、 皆 涙に くれて 帰る のが 常でした。 院の 御身 辺 



見えた。 大 姫君 を 知らず、 愛して いなかった 人で も、 

この 薫の 悲しみに くれた 様子 を 見て は 涙の わかない は 

ず もない と 思われる のに、 まして 中の 君 自身 もこの ご 

ろの 苦い 物思いに 心細くな つていて、 今まで 以上に も 

姉 君の- J とが 恋しく 思い出されて いるので あつたから、 

薫の 憂い を 見て はいつ そう その 思いが つのって、 もの 

を 言われ ない ほどに なり、 泣く の をお さえきれ ずに 

なって いるの を 薫 はまた 知って、 双方で 哀れに 思い 

合った。 

「世の 憂き より は (山里 はものの 寂しき ことこ そ あれ 

世の 憂き より は 住みよ かりけ り) と 昔の 人の 言い まし 



あしたい とか、 そうしても いいと か 腹蔵な くお つ 

しゃって ください。 何事に も あなたのお 心持ち を その 

まま 行なわせて いただけば それで 私 は 満足な のです」 

かおる 

と 言い、 まじめな 話 を 薫 はした。 経 巻 や 仏像の 供 

養な ども この 人 はまた 宇治で 行なおうと している らし 

い。 中の 君が 父 宮の御 忌日に 託して 宇治へ 行き、 その 

まま 引き こもろう とする のに 賛同 を 求める ふうで ある 

の を 知って、 

「宇治へ 引き こもろうと いうよう なお 考え をお 出しに 

なって はいけ ません よ。 どんな ことがあっても 寛大な 

6 にな つ て 見て いら つ しゃ い I 



さぶ らい どころ うきょう だ ゆう 

侍 所の 長に なって いる 右 京大 夫 を 呼んで、 

「昨夜 宮様が 御所から お出に なった と 聞いて 伺った の 

です が、 まだ 御 帰 邸に なって おられな いので 失望 をし 

ました。 御所へ まいって お 目に かかった らいいで しょ 

うか」 

と 言った。 

「今日はお 帰りで.) J ざいましょう」 

「では また 夕方に でも」 

薫 は そして 二 条の院 を 出た。 中の 君の 物越しの 気配 

に 触れる ごとに、 なぜ 大 姫君の 望んだ ことに 自分 は そ 

むいて、 思慮の 足らぬ 処置 をと つたので あろうと 後每 



うな ことば かリ でも あるまい などと、 みずから 慰めよ 

おばす て やま 

うと 中の 君 はする ので あるが、 姨捨 山の 月 (わが 心 慰 

さらしな 

めかね っ更科 ゃ姨捨 山に 照る 月 を 見て) ばかりが 澄み 

のぼ はんもん 

昇 つ て 夜が ふける にした がい 煩悶 は 加わ つてい つた。 

松風の 音 も 荒かった 山お ろしに 比べれば 穏やかで よい 

すま い しい 

住居と している ように は 今夜 は 思われずに、 山の 椎の 

葉の 音に 劣 つ たように 中の 君 は 思う ので あつ た。 

山里の 松の 蔭に も かくば かリ 身に しむ 秋の 風 はな 

かりき 



けれど この 奥様 をお 捨て あそばす ことに はならないで 

しょう。 どんな 新しい 奥様 をお 持ちに なっても、 初め 

に 深く お 愛しに なった 方に 対して は 情けの 残る もの だ 

と 言います からね」 

などと 言つ ている の も 中の 君の 耳に はい つてく る。 

見苦しい ことで ある、 もう どんな ことにな つても 何と 

も 自分から は 言う まい、 知らぬ ふうで いようと この 人 

が 思って いると いうの は、 人に は 批評 を させまい、 自 

身 一 人で 宮を お恨みし ようと 思う ので あるか もしれ な 

ヽ o 

レ 

「そうじゃありません か、 宮様に 比べ て あの 中 納言様 



の 悪さに 愛の 言葉な ど はちよ つと 口へ 出ず、 なにげな 

いふうに 紛らして、 

「どうして こんなに 苦しそう にば かり 見える のだろう _ 

暑さの せいだと あなた は 言つ て いたから やっと 涼しく 

なって、 もういい ころ だと 思って いるのに、 晴れ晴れ 

きとう 

しくな いのはい けない ことです ね。 いろいろ 祈禱 など 

を させて いても 効験の 見えない 気がする。 それでも 祈 

禱 はもう 少し 延ばす ほうがい いね。 効験 をよ く 見せる 

そうず よ い 

僧が ほしい もの だ、 何々 僧都 を 夜 居に して あなたに つ 

けて おくのだった」 

というよう なまじめ らし い 話 をされ るのに もお 口 



南の 間の 東に 寄せて 婿 君のお 席が できて いた。 高 脚の 

ぜん 

膳が 八つ、 それに 載せた 皿 は 皆き れいで、 ほかに また 

小さい 膳が 二つ、 飾り 脚の ついた 台に 載せた お 料理の 

もち 

皿な ど、 見る目に も 美しく 並べられて、 儀式の 餅 も 供 

えられて ある。 こんな ありふれた こと を 書いて おくの 

が はは 力ら.. る 

大臣が 新 夫婦の 居間の ほうへ 行って、 もう 夜が ふけ 

てし まった からと 女房に 言い、 宫の御 出 座 を 促す ので 

あつたが、 宮は 六の 君から お離れに なりが たいふうで 

くもい かリ 

渋って おいでになった。 今夜の 来賓と して は 雲井の 雁 

さえ もんの かみ とうさいしょう 

夫人の 兄弟で ある 左衛 門督、 藤 宰相な ど だけが 外 か 



ら来 ていた。 やっとし てから 出て おいでになった 宫の 

お 姿 は 美しく ご りっぱであった。 主人が たの 頭 中将 

さ か ずき 

が 盃 を 御前へ 奉リ、 膳部 を 進めた。 宫は 次々 に 差し 

上げる 盃を 二つ 三つお 重ねに なった。 薫が 御前のお 世 

み き 

話 をして 御酒 をお 勧めして いる 時に、 宮は 少し 微笑 を 

お洩らし にな つ た。 

以前に この 縁組みの 話 を あそばして、 堅苦しく 儀礼 

ばる ことの 好きな 家の 娘の 婿になる ことな ど は 自分に 

不似合いな ことで いやで あると 薫へ お言いに な つたの 

を 思い出して おいでになる のであろう。 中納 言の ほう 

い ん ぎん 

では 何も 覚えて いぬ ふうで、 あくまで 慇憝 にして いた _ 



したの ちの 秋の 黎^ は、 この 世から 未来の 世の こと ま 

でが 思われて 身に しむ もの だ」 

こんな こと を 紛らして 言いながら 薫 は 出て 行った。 

じょ ラず 

女 を 喜ばそう として 上手な こと を 多く 言わない ので あ 

えん ふうさい 

るが、 艷な 高雅な 風采 を 備えた 人で あるた めに、 冷酷 

であるな どと は どの 相手 も 思 つて いないので あった。 

仮な ように 作られた 初めの 関係 を、 そのままに したく 

なくて、 せめて 近くに いて 顔 だけで も 見る ことができ 

れば というよ うな 考え を 持つ のか、 尼に なって おいで 

になる 所 にもかかわらず、 縁故 を 捜して この 宫へ 女房 

勤めに 出て いる 人々 は それぞれ 身に しむ 思い をす る も 



れば、 目 も くらむ 美女と 思われる に違いない。 ただ 柔 

あいきょう かれん 

ら かで 愛嬌が あって、 可憐な 点 は 中の 君の よさが お 

思われになる 宫 であった。 話 をされ た 時に する 返辞 も 

ii じらって はいるが、 またたよ りない 気 を 覚えさせ も 

しない。 確かな 価値の 備わった 才女ら しい 姫君で あつ 

た。 きれいな 若い 女房が 三十 人 ほど、 童女 六 人が 姫君 

付きで、 そうした 人の 服装な ども、 きらきらし いもの 

ひょうぶ きょう 

は飽く ほど 見て おいでになる 兵 部 卿 の宫 だと 思い、 

不思議な ほど 目 だたぬ ふうに 作らせて あった。 三条の 

夫人が 生んだ 長女 を 東宮へ 奉った 時よりも 今度の 婿迎 

え を 大事に 夕霧の 大臣 は 準備した というの も、 宮の御 



「この間の 御 親切な お計らい を 聞きまして、 感激いた 

しました 心 を、 いつものよう によく 申し上げ もいた し 

ませんで は、 どんなに 私が ありがたく 存じて おります 

かしれ ません ような 気持ちの 一 端 を さえお わかりに な 

ります まいと 残念 だ つ たもので すから」 

と じらいながら できるだけ 言葉 を 省いて 言う の が 

絶え絶え ほのかに 薫へ 聞こえた。 

「たいへん 遠いで はありません か。 細かな お 話 もし、 

あなたから も 承りたい 昔のお 話 も あるので すから」 

ザ J う 言わ れて中 の 君 は 道理 に 思い、 少し 身じろぎ を 

して 几帳の ほうへ 寄って 来た かすかな 音に さえ、 衝動 



みち 

い たづ らに 分け つ る 路の露 しげみ 昔お ぼ ゆる 秋の 

空かな 

冷ややかな おもてなし について 「ことわ リ 知らぬ つ 

らさ」 (身 を 知れば 恨みぬ もの を なぞ も かく ことわ 

リ 知らぬ つら さなる らん) ばかりが 申しよう もな く 

つ のる のです。 

こんな 内容で ある。 返事 を 出さな いのも いぶかしい 

ことに 人が 見る であろう からと、 それ もつ らく 思われ 

て、 



ていなかった。 これ は 道義 観さえ 超えて いろいろな 未 

来の 夢 さえ 描く もの を 心に 持って いた。 

この 日 は 一 一条の 院へ宫 がお いでに なった という こと 

を 聞いて、 中の 君の 保護者 を もって 任ずる 心 はなく し 

て、 胸が 嫉妬に とどろき、 宮を おうら やましく ばかり 

薫 は 思った。 

宫は 二、 三日 も 六条院 にば かりお いでに なった の を、 

おぼしめ 

御自身の 心ながら も 恨めしく 思 召されて にわかにお 帰 

リ になった ので ある。 もうこの 運命 は 柔順に 従う ほか 

はない、 恨んで いると は宫 にお 見せすまい、 宇治へ 行 

こうと しても nil 頼す る 人に うとましい 心が できて いる 



ので あるから と 中の 君 は 思い、 いよいよ 右 も 左 も 頼む 

ことので きない 身に なって いると 思われ、 どうしても 

自分 は 薄命な 女な ので あると して、 生きて いるう ち は 

あるがままの 境遇 を 認めて おおよう にして いようと、 

こう 決心 をした のであった から、 可憐に 素直に して、 

嫉妬 も 知らぬ ふう を 見せて いたから、 宮 はいつ そう 深 

い 愛 をお 覚えに なり、 思いやり を うれしく お感じに 

なって、 おいでにならぬ 間 も 忘れて いたので はない と 

い う y J とな どに 言葉 を 尽くして 夫人 を 慰めて おいでに 

なった。 腹部 も 少し 高くな り、 恥ずかしがつ ている 腹 

帯の 衣服の 上に 結ばれて あるのに さえ 心が ぉ惹 かれに 



し 上げて いいかわ かりません。 

見なれ ぬる 中の 衣と 頼みし を かば かりにて やかけ 

離れなん」 

力.？ ん 

と 言って 泣いて いた。 その 様子の 限りなく 可憐で あ 

るの を宮は 御覧に なつ て も、 こんな 魅力が 中納 言を惹 

きつけた のであろう とお 思いに なり、 いっそう ねたま 

しくお なりに なり、 御自身 も ほろほろと 涙 をお こぼし 

になった というの は 女性的な ことで ある。 どんな 過失 

が 仮にあった としても、 この 人 をう とんじて しまう こ 



する 薫であった。 この 贈り物が あつたた めに、 女房の 

うちぎ 

身なり をと とのえ させる ことができ、 桂 を 織らせたり 

あや 

綾 を 買 い 入れる 費用 も 皆 与える- とが で きた。 薫も宫 

に 劣らず 大事に かしずかれて 育った 人で、 高い 自尊心 

も 持ち、 一 般の 世の中から 超越した 貴族的な 人格 も 

持って いるので あるが、 宇治の 八の 宫の 山荘へ 伺うよ 

うにな つて 以来、 豊かで ない 家の 生活の 寂し さとい う 

もの は 想像 以上の もので あつたと 同情 を 覚え、 その 御 

一家 だけへ ではなく、 物質的に 恵まれない 人々 を あま 

ねく 救うよう になった ので ある。 哀れな 動機と いうべ 

きで ある。 



やみ 

ほう はもう 闇に なって いる。 こんな 時間に なっても 驚 

かずしめ やかな ふうで 柱に よりかかって、 去ろうと 薫 

のしない のに 中の 君 はや や 当惑 を 感じて いた。 「恋し 

さの 限り だに ある 世な りせば」 (つらき をし ひて 歎 か 

ざら まし) などと 低い 声で 薫 は 口ずさん でから、 

「私 はもう しかた もない 悲しみの 囚 になつ てし まつ 

たのです。 どこか 閑居 をす る 所が ほしいので すが、 宇 

治 辺に 寺と いう ほどの もので なくと も 一 つの 堂 を 作つ 

ひとが た はらい 

て、 昔の 方の 人 型 (祓 をして 人に 代わって 川へ 流す も 

の) か 肖像 を 絵に 描かせた のか を 置いて、 そこで 仏 勤 

め をしょう と いう 気に 近 ごろな りました」 



と 言った。 

「身に しむお 話で ございます けれど、 人 型と お言いに 

みそ， き 

なります ので 『みたらし 川に せし 禊』 (恋せ じと) と 

いうよう な ことが 起こる ので はない かと いう 不安 も覚 

えられます。 代わりの もの は 真の もので ございません 

からよ ろしく ございま せんから 昔の 人に 気の毒で ござ 

いますね。 黄金 を 与えなければ よく は 描いて くれ ませ 

ん ような 絵師が あるか もしれ ぬと 思われます」 

こう 中の 君 は 言う。 

「そうです よ。 その 絵師と いう もの は 決して 気に入つ 

た 肖像 を 作って くれないでしょう からね。 少し 前の 時 



の 話 を 少しもお 聞かせく ださらなかった のでしょう」 

「でも 古い 事実 は 私に 否定 も 肯定 もで きなかった ので 

ございます からね。 何のた よりになる もの も 持たずに 

さすらつ ている 者 も あるだろう とおつ しゃって、 気が 

かりな ふうに お 父 様が 時々 お洩らしに なりました こと 

などで 思い合わされる こと も あるので すが、 過去の 不 

れいちょう 

幸だった 父が また そんな ことで 冷嘲 されます ことの 

添 いますの も 心苦し ゆ う，、 - ございまして」 

中の 君の この 言葉に よれば、 八の 宫 のか リ そめの 恋 

のお 相手だった 人が 得て おいた 形見の 姫君ら しいと 薫 

は 悟った。 大 姫君に 似た と 言わ れ たこと に 心が 惹 かれ 



惹く 価値 もない ことと 薫 はして いるので あった。 

宇治の 山荘 を 長く 見ないで いると い つそう に 恋しい 

昔と 遠くなる 気がして 心細くなる 薫 は、 九月の 二十 幾 

日に 出かけて 行った。 主人の ない 家 は 河 風が いっそう 

吹き荒ら して、 すごい 騒が し い 水 音ば か りが 留守居 を 

し、 人影 も 目につく かっかぬ ほどに しか 徘徊して いな 

い。 ここに 来て これ を 見た 時から 中納 言の 心 は 暗くな 

リ、 限り もない 悲しみ を 覚えた。 弁の 尼に 逢いたい と 

言う と、 障子 口 を あけ、 青 鈍色の 几帳の すぐ 向こうへ 

来て 挨拶 をした。 

「失礼な の で w J ざ いますが、 このごろの 私 はまして 無 



「美しい 蔦 だね」 

と 意味 ありげ にお 言いに なつ て、 お 手 もとへ 取り 寄 

せて 御覧になる ので あつたが、 手紙に は、 

このごろ は どんな 御 様子で おられます か。 山里へ 

行って まいりまして、 さらに また 峰の 朝霧に 悲しみ 

を 引き出される 結果 を 見ました。 そんな 話 はまた ま 

いって 申し上げましょう。 あちらの 寝殿 を 御堂に 直 

す こと を阿闍 梨に 命じて 来ました。 お許し を 得 まし 

てから、 他の 場所へ 移す ことに も 着手 させましょう _ 

弁の 尼へ あなたから 御 承諾になる ならぬ をお 言い や 

りに な つ てくだ さい。 



『わが 身 一 つの』 (お ほかた の わが 身 一 つのう きから 

になべ ての 世 を も 恨みつ るかな)」 

と 言う う ち に 涙ぐまれ てく るの も、 さ すが に 恥ず か 

しく 扇で 紛らして いる その 気分 も 愛すべ きで あると 宮 

はお 思われになる ので あるが、 こんな 人で あるから ほ 

かの 男 も 忘れが たく 思う ので あろうと 疑い をお 持ちに 

なる のが 夫人の 身に 恨めしい ことに 相違ない。 白菊が 

まだよ く 紫に 色 を 変えないで、 いろいろ 繕われて ある 

の はこと に 移ろい 方のお そい 中に どうした のか 一 本 だ 

けき れいに 紫に なつ ている のを宫 はお 折らせに なり 



はなの なかに ひと へ にきく を あいす ず 

「花 中 偏愛 菊」 と 誦して おいでにな つたが、 

一 某 親王が この 花 を 愛して おいでになった 夕方です 

よ、 天人が 飛んで 来て 琵琶の 手 を 教えた というの はね。 

何事 も あさはか にな つ て 天人の 心 を 動かす ような 音楽 

という もの はも はや 地上から なくなって しまったの は 

i 目け な ヽ， I 

とお 言いに なり、 楽器 を 下へ 置いて おしまい になつ 

たの を、 中の 君 は 残念に 思い、 

「人間の 心 だけ は あさはか にもな つたで しょうが、 昔 

から 伝わ つ ております 音楽な ど は それほど にも 堕落 は 

してお りません でしよう」 



つまおと 

お合わせ になった。 夫人の 搔き 合わせの 爪音が 美しい。 

催 it 楽の 「伊勢の 海」 をお 歌いになる 宮 のお 声の 品よ 

くお きれいで あるの を、 そっと 几帳の 後ろな どへ 来て 

聞いて いた 女房た ち は 満足した 笑み を 皆 見せて いた。 

「二人の 奥様 をお 持ち あそばす の はお 恨めしい ことで 

すが、 それ も 世の ならわし なのです からね、 やはり こ 

の 奥様 を 幸福な 方と 申し上げる ほかはありません よ。 

こうした 所の 大事な 奧 様にな つ てお 暮らしになる 方と 

は 思う こと もで きません ようでした もとの 生活へ、 ま 

た 帰りたい ようによ くお つ しゃる の はどうした ことで 

しょう」 



もので ないだ けで、 一般から はま だ 直接 親王 夫人に 相 

当す る 尊敬 は 払われて いなかつ たのに、 この 時には だ 

れも皆 驚いて 見舞いの 使い を 立て、 自身で も 二 条の院 

へ 来た。 

源 中 納言は 宮の御 心配して おいでにな るのに も 劣ら 

ぬ 不安 を 覚えて、 気づか わしくて ならない のであって 

も、 表面的な 見舞いに 行く ほか は 近づいて 尋ねる こと 

もで きずに、 ひそかに 祈禱 など を させて いた。 この 人 

によに みや も ぎ 

の 婚約者の 女 二の 宮の裳 着の 式が 目前の ことにな り、 

世間 は その 日の 盛んな 儀礼の 用意に 騒いで いる 時で 

みかど 

あって、 すべて を 帝 御自身が 責 ild 者で あるよう にお 



なって、 客の 礼に 対する 答の 拝礼 を 階下へ 降りて あそ 

ばされ たが、 大将 も りっぱで あつたし、 宮も きわめて 

ご りっぱな お 姿と 見えた。 この 日 は 右近 衛府の 下僚の 

招宴 をして 纏頭 を 出すなら わしであった から、 自邸で 

と は 言って いたが、 近くに 中の 君の 悩んで いる ニ条の 

ちゆ-つちよ 

院が ある ことで 少し 躊躇して いると、 夕霧の 左大臣 

が 弟の ために 自家で 宴会 をしょう と 言いだ したので 六 

条院で 行なった。 皇子が たも 相伴の 客と して 宴に お 

つらな 

列り にな リ、 高級の 官吏な ども 招きに 応じて 来たの 

だいきょうえん 

が 多数に あって、 新任 大臣の 大 饗宴に も 劣らない 盛 

大な、 少し 騒がし 過ぎる ほどの ものに なった。 兵 部 卿 



ると すぐに 二 条の院 へ 来たので あった。 

兵 部 卿の 宮が そのまま ずっと 二 条の院 に おられた か 

ら、 お喜び を 申しに 伺候し ない 人 もなかった。 産 養 

の 三日の 夜 は父宫 のお 催しで、 五日に は 右 大将から 産 

とんじき ご て おうばん 

養 を 奉った。 屯 食 五十 具、 碁 手の 銭、 椀 飯な どと いう 

定まった もの は その 例に 従い、 産婦の 夫人へ 料理の 重 

えいじ むつき 

ね 箱 三十、 嬰児の 服 を 五 枚 重ねに した もの、 襁褓な ど 

に 目 だたぬ 華奢の 尽くされて あるの も、 よく 見れば わ 

お しき たかつき 

かるので あった。 父 宮へも 浅 香木の 折 敷、 高坏な どに 

めんる い 

料理、 ふずく (麵 類) などが 奉られた ので ある。 女房 

たち は 重詰めの 料理の ほかに、 籠 入りの 菓子 三十が 添 



うに 婿取りに 熱中 あそばし たと いうよう な こと は 少な 

かった であろう。 左大臣 も、 

「右 大将 はすば らしい 運命 を 持った 男です ね。 六条院 

す ざく 

すら 朱 雀 院の晚 年に 御 出家 をされ る 際に あの 母宫 をお 

得に なった くらいの こと だし、 私な ど はまして だれも 

お許しに ならない の を か つてに 拾った にすぎない」 

こんな こと を 言った。 夫人の 宮は そのと おりで あつ 

たこと がお 恥ずかしくて 返辞 を あそばす こと もで きな 

かった。 

おおくらき よ う 

三日 目の 夜 は 大蔵 卿 を 初めと して、 女 二の 宫の後 

見に 帝の あてて おいでになる 人々、 宫 付きの 役人に W 



わった 物で 薫の 所有す る ものである。 笛 は 柏木の 大納 

言が 夢に 出て 伝える 人 を 夕霧へ 暗示した 形見の もので、 

非常によ い 音の 出る ものであると 六条院 がお 愛しに 

なった もの を、 右 大将へ 贈る の はこの 美しい 機会 以外 

にないと 思い、 薫の ために この 人が 用意して きたので 

あるら しい。 大臣に 和 琴、 兵 部 卿の 宫に 琵琶の 役 を 仰 

せっけに 〔# 「仰せ つけに」 は 底本で は 「仰け つけに 匕 な つ 

た。 笛の 右 大将 はこの 日 比類 もな く 妙 音 を 吹き 立てた。 

殿上 役人の 中に も 唱歌の 役に ふさわしい 人 は 呼び出さ 

によに みや 

れ、 おもしろい 合奏の 夜に なった。 御前へ 女 二の 宫の 

ふ ずく じん おしき したん 

ほうから 粉 熟が 奉られた。 沈の 木の 折 敷が 四つ、 紫檀 



所に あるた めすべ てが こちらから 見える ので ある。 こ 

の 隣室 を まだ 令嬢 は 気が かりに 思う ふうで、 あちら 向 

きになつ て 身 を 横たえて いた。 

いずみが わ 

「ほんとうにお 気の毒で ございました。 泉 河 の 渡し 

も 今日は 恐ろし ゆう ございま したね。 一 一月の 時には 水 

が 少なかった せいかよ ろしかった ので ございます」 

「な あに、 あなた、 東国の 道中 を 思えば こわい 所な ど 

この辺に は ある ものです か」 

実際 女房 は 一 一 人と も 苦しい 気 もな く - J んなこ と を 言 

い 合って いるが、 主人 は 何も 言わずに ひれ 伏していた。 

袖から 見える 腕 の 美し さな ども 常 陸さん などと 言わ 



さじよ 

れる 者の 家族と は 見えず 貴女ら しい。 薫 は 腰の 痛くな 

るまで 立ちす くんで いるの だった が、 人の いると は 知 

ら すまいと してな おじつ と 動かずに 見て いると、 若い 

ほうの 女房が、 

「まあよ いに おいが します こと、 尼さん がたいて い 

らっしゃる のでし ようか」 

と 驚いて みせた。 老いた ほうの も、 

「ほんとう にいい 香ね。 京の 人 は 何とい つても 風流な 

ものです ね。 ここ ほどけつ こうな 所 はない と 御主人 様 

おぼしめ くんこう 

は 思 召す ふ うでした が、 東国で はこん な 薫香 を 合わせ 

てお： &リ になる こと はでき ませんで したね。 尼さん は 
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